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今年度の審議テーマである「地域コミュニティの充実」を具体化するため、７月２

０日に第１回「地域防災部会」が、７月３１日に第１回「シニアパワー部会」がそれ

ぞれ開催されました。 

 地域防災部会では冒頭で部会長の選任について話し合われ、連合町内会の藍原晃委

員が就任しました。続いて区地域防災計画と自主防災組織について事務局から説明を

受け、その後は今年度の審議の方向性について議論が行われました（詳しくはＰ２）。 

 シニアパワー部会では部会長に、公募委員の星川孝宜委員が選任されました。シニ

ア世代に関する区の状況、市のシニア施策について事務局から説明を受けた後、シニ

ア世代の地域参加などについて話し合いました（詳しくはＰ３）。 

日 時 平成１９年７月２０日（金）

午後６時半～８時半 

場 所 川崎区役所７階会議室 

出席者 委員８人 

傍聴者 ０人 

議 題  

（１）部会長の選任について 

（２）審議テーマに係る課題について

（３）その他 

発行：川崎区役所総務企画課  

電話：２０１－３２６７ ＦＡＸ：２０１－３２０９ 
〒210-8570  川崎区東田町８番地  

日 時 平成１９年７月３１日（火）

午後６時半～８時半 

場 所 川崎区役所７階会議室 

出席者 委員７人 

傍聴者 ０人 

議 題  

（１）部会長の選任について 

（２）審議テーマに係る課題について

（３）その他 

H19.9.5 発行 



 

 2

  地 域 防 災 部 会   

 

 地域防災部会では冒頭で藍原部会長を選任した後、区地域防災計

画と自主防災組織について説明を受けました。 

 

   川崎区地域防災計画 

    区民に身近な災害の予防や災害応急対策などを総合的に実施す 

るための計画を、川崎市地域防災計画に沿ってまとめたもの。区 

民の防災意識を高め、「自助」「共助」により地域の防災力を強化す 

ることを重視しています。 

   自主防災組織 

    災害発生時の被害を防止・軽減させ、地域を自分達たちの手で守ろうという自主的な 

組織。災害時には避難誘導活動や避難所の運営を、平常時には住民への防災知識・技能

の普及、防災訓練の実施などを担うことが期待されています。区に届出をすることで助

成を受けられます。 

 

 その後地域での課題や今後審議すべき事柄について、議論をしました。主な意見を

紹介します。 

 

 自分達だけで全てやろうとしても無理。援助に来てくれるボラン 

ティアとのかかわりについても考えておく必要がある。 

 

 

 町内会組織も高齢化してきているので、これから地域に入ってく 

 る団塊の世代や、日中地域に残っており体力もある中学生も取り 

こんだ、幅広い見直しが必要。 

 

       地域にいる高齢者世帯や単身世帯を把握することに取り組んで 

  いるが、個人情報だからと協力してくれないこともあり、難しい 

と感じている。 

 

 いざというとき冷静に行動できるように、防災訓練を行うべき。 

 

  ゲーム感覚でできる防災訓練を、運動会などの地域のイベントに 

取り入れてはどうか。 

 

 町内会は要援護者の情報を持っている民生委員会や老人会などの 

各団体とコミュニケーションを取っていかなければならない。 

 

 

藍原部会長 

吉邨委員 

須山委員 田辺委員 

古川委員 

藍原部会長 

魚津委員 

森委員 

青木委員 
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  シ ニ ア パ ワ ー 部 会   

 

 シニアパワー部会では星川部会長を選任し、シニア世代に関する

区の状況と、市のシニア施策について説明を受けました。 

 

   区内のシニア世代の年齢別人口 

    １９年３月末時点で５９歳の人口は３，６９５人、５８歳は 

   ３，５０６人、５７歳が３，６３７人。今後、年３，５００人以 

上、３年間で１０，０００人以上の方が定年を迎える見込みです。 

  

   市のシニア施策 

市ではシニア世代（５０歳以上）をターゲットに、「いきいきシニアライフ促進事業」 

に取り組んでいます。シニア世代の方々が経験や知識、 

能力を発揮して、地域の課題を解決する地域社会を実 

現することを目標とするものです。シニア応援サイト 

の開設、仕事や地域活動に関する相談事業、地域デビ 

ュー支援セミナーなどを行っています。 

 

 

 その後シニア世代の地域参加などについて議論しま

した。主な意見を紹介します。 

 

 団塊の世代をはじめとしたシニア世代の人たちがいきいきと楽しく生 

活できるまちづくりが必要だが、現状では受け皿が足りないと思う。 

 

  女性は既にうまくネットワークを作っているので、シニアの問題は男 

性の問題。地域に参加したいと感じている男性に対して情報提供や、  

個別のニーズに合わせた場を提供することが必要ではないか。 

 

 自分が関わっている市民活動を見ると、女性が絡んでいる方が上手く 

いっている。女性も含めて考えるべき。 

 

  複数の地域のラジオ体操を見ていると、女性が元気なところは勢いが 

ある。シニア世代の参加を考える際には、女性を中心にしていくべき 

    では。 

 

      地域参加というのは、これから地域に帰って来るシニア世代に対する、 

多くの選択肢のうちの一つだ。 

 

 

星川部会長 

実際にシニア応援サイトを見ながら 

説明を受けました 

原田委員 

荒井委員 

金岩委員 

中村委員 

星川部会長 

魚津委員 
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  今 後 の 開 催 予 定   

 

 今後の区民会議・専門部会の開催予定は以下の通りです。 

 

 

       第２回地域防災部会 

９月２６日  午後６時半～ 川崎区役所７階会議室 

       第２回シニアパワー部会 

９月２７日  午後６時半～ 川崎区役所７階会議室 

       第２回区民会議 

１０月１６日 午後６時半～ 川崎区役所７階会議室 

 

 

 

 

 

 区民会議・専門部会は傍聴が可能です。専門部会では１０人、区民会議では２０人

分の傍聴席を用意しています。当日直接川崎区役所７階会議室においでください。 

※希望者が定員を超えた場合には傍聴できないことがあります 

 

 

 

  区民会議の情報は、ホームページでもご覧になれます 

 

 区民会議は、暮らしやすい地域をつくることを目的に、地域課題の解決を図るため

の調査審議を行っています。区民会議は区民により構成され、各区に設置されていま

す。 

 区内で活動する団体から推薦された委員と公募の委員、合わせて２０人が、昨年度

から２年間の任期で審議を行っています。昨年度は「区のイメージアップ」と「地域

子育て支援」をテーマに審議を行い、今年３月には中間報告書をまとめました。 

 

 区民会議の活動についての情報は、区民会議だよりや市政だより川崎区版のほか、

区ホームページ内にある「川崎区区民会議のページ」でもご覧になれます。「川崎区区

民会議のページ」では過去の会議の要点がまとめられているほか、議事録や上記の中

間報告書も公開しています。 

 

川崎区区民会議のページ 

http://www.city.kawasaki.jp/61/61kawasakiku/kuminkaigi/index.htm 


